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自己紹介/disclaimer
.
自己紹介
..

......

名前 佐々木洋平
• 2010年に学位取得→京大へ
• 専門: 回転球殻対流/MHDダイナモの数値計算

趣味 FLOSS開発
• Debian, TeXLive, GCC, Emacs, Ruby. . .

.
disclaimer
..

......

• 今日は FLOSSの開発者,の気分でお話しします
◦ 「地球流体電脳倶楽部」での「文書作成」という話は半分くらい

• 本発表の内容は個人的な見解です
◦ 「地球流体電脳倶楽部/dcmodelプロジェクト」の見解ではありません



ソースコードと「ドキュメント」

• ドキュメントの重要性
◦ 第三者への提供 (プログラムの利用)
◦ 開発や保守の効率化 (プログラムの改変)

• 「ドキュメント?」
◦ 数理・離散化に関する文書
◦ コードのリファレンスマニュアル



リファレンスマニュアル?

• コードを「読む」際に必要となる情報が書かれている文書

• 具体的には?
◦ ディレクトリ構造,ファイル構成,命名規則,略語,歴史. . .
◦ データ構造
『... プログラムに解説をつけるための、もっとも効果的な方法の一つは、単にデータの割り付けかたをくわしく説明する、

というものである。おもな変数について、その値としてはどんなものが可能かを示し、それが変って行くようすを説明す

れば、それだけでプログラムの解説は、ずいぶん進んだといってよい。...』(プログラミング書法, pp.168)

◦ 関数同士の呼び出し関係 (call graph)
◦ 関数そのもの.
• 数値モデルの場合は mainがある (筈な)のでそこから読む,など

• どうやって,そのようなリファレンスを作成するか?
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リファレンスマニュアルの作成ツール

• 大きく二通り

• ソースコード埋没型: コードにドキュメントを埋め込む
◦ インターフェース部分に記述 or関数部分に記述
◦ 実装: Doxygen, Javadoc, GTK-Doc, RDoc, YARD, . . .

• ソースコード非埋没型: ドキュメントは別途作成
◦ ドキュメント量が多い場合,公開したい APIを厳密に選別したい場合,等
◦ 実装: Sphinx, BitClust, Texinfo, RDTool, . . .



ソースコード埋没型

• メリット
◦ ソースコードの近くにドキュメントがある→変更漏れの防止
• 確実に防げるわけではないが

◦ ドキュメントを書いていない場合もそれっぽいドキュメントができる
• プログラムをパース→変数,関数を自動収集するから

• デメリット
◦ ソースコード内にコードよりドキュメントの方が多くなったりする
• 可読性が悪い (と感じるかも)

◦ (自動収集により)意図しない APIがドキュメントされてしまうことも
◦ ツールだけでは,複数の (自然)言語に対応できない
• 少なくとも現実的ではない



ソースコード非埋没型

• メリット
◦ 公開したい APIだけを選別して公開できる
◦ 複数の（自然）言語をサポートしやすい

• デメリット
◦ ソースコードの更新に追従するために変更分を確認するツールが必要
◦ ドキュメント化する APIを収集するツールが必要



どうすべきか?

• 特にこだわりが無いなら,埋没型が良い
◦ コード内にドキュメントをだらだらと書く必要は (あんまり)無い
◦ 意図しない APIの公開はコードが悪い (ことが多い)
◦ 多言語対応は面倒 (後述)

• 非埋没型が得意な分野は結構限られる
◦ 複数のドキュメントをまとめる場合,言語そのものを記述する場合
• 大規模モデルのトップは,埋没型と組み合わせるのが良いかも

◦ 多言語対応を考える場合



埋没型での多言語対応?

• 言語タグに対応するツールが無い. . .ような
◦ Doxygenではコレできらしい
• 詳細は河合さんの発表にて

• en, jaしか無い世界なら,それでも良いかもしれないが.
◦ 言語が 3つ以上になると破綻.
◦ 「コードとドキュメントの乖離を防ぐ」というメリットが消える
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RDoc Fortran 90/95ソースコード解析機能強化版

.
RDoc: Rubyのリファレンス生成ツール
..

......

URL http://rdoc.rubyforge.org/
Copyright Dave Thomas, Eric Hodel, Ryan Davis

License GPL or Ruby’s
特徴 埋没型. シンプルなタグ付け. Ruby, Cに対応. parserを書け

ば他の言語にも対応可能
.
RDoc-f95: fortran 90/95の parser +本体の拡張
..

......

URL http://www.gfd-dennou.org/arch/dcmodel/rdoc-f95/
Copyright Yasuhiro Morikawa(? 明記してないですね).

License 本家 RDocと同じ→ GPL or Ruby’s
特徴 fortran90/95 parserのコード自動解析強化

http://rdoc.rubyforge.org/
http://www.gfd-dennou.org/arch/dcmodel/rdoc-f95/
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RDoc-f95の使用例: spmodel



現在の開発/メンテ状況

• メンテナ交代
◦ 2011年より佐々木が開発/メンテすることに.
• 最後の更新が 2009年なので,そろそろ更新予定

• 最近の更新/追加機能
◦ RDoc 3.xへの対応
◦ Parser
• 日英併記の要望がある?
• fortran2003への対応?

◦ Generator
• Syntax highlighterの追加
• roff(man), HTML5 (作成中)
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RDoc/YARD

• RDoc
◦ 2004年まで Ruby本体で開発. 2008年から Ruby本体とは別に開発
◦ 2010年から RDoc 3.xの開発が開始
◦ 問題点: Ruby1.9対応,シンプル過ぎるタグ, Ruby同梱版との不整合

• YARD: Yay! A Ruby Documentation Tool
◦ 2007年から開発開始
◦ RDocとの完全互換
◦ Doxygen, Javadocの様な「タグ」をサポート
◦ 複数のマークアップを混在可能
• 長い文章は TEX, RD, Markdownで書く,など



RDoc-f95の今後

. . .



おしまい
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• Javadoc:

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/documentation/index-
jsp-135444.html

• GTK-Doc: http://www.gtk.org/gtk-doc/
• RDoc: http://rubyforge.org/projects/rdoc/
• Sphinx: http://sphinx.pocoo.org/
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